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 御幡雅文が著した『華語跬歩』（かごき
ほ）は、上海にあった日清貿易研究所や東
亜同文書院で用いられた中国語の教科書で
ある。
 この教科書は三十年あまりの長きに渡っ
て改訂されつつ刊行されており、『華語跬
歩』といっても版によって内容が大きく異
なっている。
 本文は、そういったさまざまな版のうち、
東亜同文書院で使用される以前のものの概
要や所蔵先をまとめつつ考察するものであ
る。
 『華語跬歩』については、すでに鱒沢彰
夫「御幡雅文伝考」が諸本を紹介し、御幡
が中国語教育の経験を踏まえつつ独学に便
するよう改訂し続けた足跡をあきらかにし
ている。しかし、参考資料の所蔵先につい
                                            
1 御幡雅文（おばた・まさぶみ 1859〜1912）。肥
前国長崎（現長崎県長崎市）出身。中国語通訳、
教育家。東京外国語学校漢語学科を経て陸軍省派
遣北京留学生。熊本鎮台、済々黌（せいせいこう）、
長崎商業学校、日清貿易研究所、東亜同文書院で
中国語を教えつつ、『華語跬歩』『文案啓蒙』『滬語
便商』など中国語教科書を著した。三井物産会社
上海支店在職中に病没。（対支功労者伝記編纂会編
『対支回顧録』下巻、対支功労者伝記編纂会、1936
年 4 月、231〜232 頁参照。） 
2 鱒沢彰夫「御幡雅文伝考」早稲田大学中国文学会
『中国文学研究』第 26 期、2000 年。 
て明記されていないものがあり原本にあた
りにくい。
 拙文「東亜同文書院の中国語教材：『華語
萃編』以前について」は『華語跬歩』諸本
のなかでも東亜同文書院で使用されたと考
えられるものを扱った。御幡は独学での使
用を意識して中国語の音を独自のカナ表記
であらわすなど『華語跬歩』の改訂を重ね
たが、この教材で中国語を習得した東亜同
文書院出身の教員たちが編んだ中国語教科
書『華語萃編』は大きく性格を異にし、独
学には全く向かない授業での使用を念頭に
おいたものとなっており、東亜同文書院は
自校での教学経験をもとに教科書の性格を
変化させたことをあきらかにした。
 しかし、東亜同文書院使用以前の『華語
跬歩』については、前掲鱒沢「御幡雅文伝
考」の記述に依拠するところが大きいにも
かかわらず、そこでとりあげられた版のい
くつかについては所蔵先が確認できなかっ
たため未見のままであった。
 本文では、新に実見することができた資
料の所蔵先を確認しつつ、「東亜同文書院の
中国語教材」では詳しくはみていなかった
東亜同文書院で使用される以前の『華語跬
歩』について考察する。

                                            
3 石田卓生「東亜同文書院の中国語教材：『華語萃
編』以前について」愛知大学現代中国学会編『中
国 21』Vol.32、東方書店、2009 年 12 月。 
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
 瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』は、東
京大学ἲ学㒊㝃ᒓ㏆代日本ἲᨻྐ料ࢭࣥࢱ
࣮明἞新⪺㞧ㄅ文ᗜ井手三郎文ᗜ（以下、
井手三郎文ᗜ）に所蔵されている。
 井手三郎は 188 年（明἞ 20）から 1890
年（明἞ 23）にかけて中国を㐟学した経験
があり、日清ᡓதᚋは中国で新⪺業をႠみ、
また東亜同文書院を㐠Ⴀした東亜同文会の
⤖ᡂに参⏬するなど中国に長く㛵わったே
物である。
 さて、瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』
であるが、「瓊浦」（けいほ）は長崎のู⛠、
「揮肅」（きしࡹく）とは御幡雅文のྕであ
る。「未㝎稿」（未ᐃ稿）としているが、書
物自యは༳ๅされた୍෉の࿴⿦本である。
 見㏉りに「明἞୤ᠿኟ月」とあることか
ら 1886 年（明἞ 19）、御幡が熊本鎮台にい
た᫬期に刊行されたとみられる。『華語跬
歩』とྡ௜けられた本のなかで᭱もྂいも
のである。
 漢Ꮠのᅄ㝮にᅪⅬを㝃けてኌㄪをあらわ
し、↓Ẽ音はⓑⰍ、᭷Ẽ音は㯮Ⰽで♧して
いる。
 本書のᵓᡂはḟのようである。
  ┠録
  改ṇ北音ᖹ௎編（24 ୎）
  ⓒ家ጣ（2 ୎）
  㒊㤳（1 ୎）
  ኳ文㢮
  ᆅ㍿㢮㝃ᡣᒇ㢮
  ᫬௧㢮
  身య㢮
  㣧㣗㢮
                                            
4 井手三郎（いで・さぶろう 1862〜1931）。肥ᚋ
国㣬ク㒆（ほうたくࡄん）中ᓥᮧ（現熊本県熊本
市）出身。新⪺家、ᨻ἞家。済々黌に学ࡧ、188
年から 3 年㛫中国を㐟学。日清ᡓத᫬は陸軍の通
訳ᐁをົめた。1896 年⚟ᕞで『㛼ሗ』（ࡧんほう）
Ⓨ行、1898 年東亜同文会タ❧に参ຍ、1900 年上
海で『同文滬ሗ』、190 年には同じく上海で日本
語新⪺『上海日ሗ』をⓎ行した。1912 年から⾗㆟
院㆟員を 2 期ົめた。（前掲『対支回顧録』下巻、
529〜540 頁参照。） 
5 鱒沢彰夫「御幡雅文伝考ᣠ㑇」早稲田大学中国
文学会編『中国文学研究』2 期、2001 年、21 頁。 
  ჾ用㢮㝃⾰ෙ㢮
  ✃࿧㢮㝃ே物㢮
  問答ゝ語㢮
  ᖖゝ㢮（9 ୎）
  東中問答（2 ୎）
  全省ᆅྡ
 「改ṇ北音ᖹ௎編」は漢Ꮠの中国語音を
カナで表して஬十音㡰に㓄ิしたもの、「ⓒ
家ጣ」はጣに用いるᏐの୍ぴ、「㒊㤳」は೫
᪍の࿧⛠をしめしたもの、「ኳ文㢮」から「問
答ゝ語㢮」（60 ୎）までは༢語や語ྃ集、「ᖖ
ゝ㢮」はことわざのような通಑ⓗな表現の
౛文集、「東中問答」（全 36 ❶）は日ᖖのᖖ
用౛文、会ヰ౛文集である。
 ┠ḟにあたる「┠録」には「㝃華語跬歩
音集」と༳Ꮠされており㝃録教材があった
ことがわかるが、井手三郎文ᗜ所蔵本には
㝃されていない。
 この㝃録教材は御幡雅文混纂『華語跬歩
音集』のことだとᛮわれる。これを㈍኎し
ていたྂ書店によれば出版᫬期、出版ඖ୙
明の 19 ୎の࿴⿦本で、漢Ꮠを⏬ᩘ㡰に୪࡭
てᏐ音をカナで表し、本編と同じく漢Ꮠᅄ
㝮のⓑ㯮のᅪⅬでኌㄪ、↓Ẽ音と᭷Ẽ音を
しめしている。
 本書཰録「改ṇ北音ᖹ௎編」や御幡雅文
混纂『華語跬歩音集』がカナで中国語音を
あらわしていることは⯆࿡῝い。
 これまで確認することができていた版で
は、1901 年（明἞ 34）の᯽原文ኴ郎編㍴
『華語跬歩 全』東亜同文会蔵版でのⓎ音
㒊ศ「北音ᖹ௎㆕」で஬十音㡰に漢Ꮠを᤼
ิするもののᏐ音自యについてはなにも表
記されていなかったものが、1903 年（明἞
36）の御幡雅文『華語跬歩 全』東亜同文
会蔵版（文ồᇽ書店）の「ᐁヰ音㆕」から
ྛ音⠇ࡦとつࡦとつをカナによってあらわ
すようになっていた。この変化は、御幡が
東亜同文書院などでの中国語教育の経験を
踏まえて独学でも使うことができる教材と
するためにᕤ夫したものだと考えてきたが、
実㝿にはそれらよりྂい版の『華語跬歩』
をᇳ➹する᫬から、すでにカナ表記してい
たのである。 
 もちろん、カナで中国語のⓎ音をṇ確に
                                            
6 ྂ⩌Ὕ KWWSNoJXQGoX.H[EloJ.MS1081020
（2013 年 2 月 18 日確認。） 
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あらわすことはできない。しかし、カナは
日本ேにとってもっとも㥆ᰁみがある表音
ᙧᘧである。独学をするとき、カナ表記が
まったくないよりはⓎ音したい音に㏆࡙く
ことができるだろう。
 御幡雅文は本格ⓗな教材を著すᙜึから、
教員が┠の前にいなくてもⓎ音を学ぶこと
ができるように㓄៖してⓎ音をカナ表記す
る、つまり独学にも用いることができる教
科書సりを┠ᣦしていたのである。
 なお、この瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩
全』について鱒沢「御幡雅文伝考」は『華
語跬歩』ではなく『華語⍋歩』としている。
஧つの未ᐃ稿本があるのだろうか。鱒沢は
『華語⍋歩』とする本の所蔵先は記されて
おらず確認できていない。

㸬ᚚᖭ㞞ᩥࠗ⳹ㄒ㊯Ṍ ୗ⦅࠘᪥Ύ㈠᫆ၟ
఍ⶶ∧

 本書は井手三郎文ᗜに所蔵されている᤼
༳の⥺⿦された୍෉本である。
 見㏉しには「明἞ᗒᐥṓඵ月」すなわち
1890 年（明἞ 23）とあるが、᱇ᯘ「ᗎ」
には「ග⥴㎞༲஧月」すなわち 1891 年（明
἞ 24）とある。鱒沢「御幡雅文伝考」も述
࡭ているように、刊行されたのは 1891 年
（明἞ 24）中であろう。
 ᵓᡂはḟのようである。
┠録
商㈩問答（2 ୎）
᥋見問答（18 ୎）
ᖖゝ㢮（ ୎）
 巻ᮎには「㠀㈽ရ」、「᱇ᯘ 校㜀」、「御
幡雅文 編㍴」、「ᑠᯘཪ୐ ༳ๅ」とある。
 本書の「ᖖゝ㢮」は、瓊浦揮肅未㝎稿『華
語跬歩 全』཰録の「ᖖゝ㢮」と同じもの
である。
 本書が刊行された᫬期、御幡雅文は上海
の日清貿易研究所（1890〜1893）の中国語
教員であった。『東亜先ぬᚿኈ記伝』によれ
ば「᱇ᯘ」も同所の教員である。
                                            
 鱒沢、前掲「御幡雅文伝考」、42〜43 頁。 
8 写┿「日清貿易研究所༞業生」には三ิ┠中ኸの
荒尾精の向かってྑ㞄に「᱇ᯘ（清教）」、「御幡雅
文（清教）」の஧ேが୪んで写っている（㯮㱟会編
『東亜先ぬᚿኈ記伝』上巻、明἞ⓒ年ྐྀ書、原
書ᡣ、1966 年 6 月。1935 年㯮㱟会出版㒊刊行本
 この「᱇ᯘ」による御幡雅文『華語跬歩
下編』日清貿易商会蔵版の「ᗎ」にはḟの
ように述࡭られている。
৫ᒤ⿻ԕᵜ഻ᥟ㠸୶ᾝǄ䁝䋯᱃⹿ウ
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（᫖⛅、日本の商業を᣺⯆するため中国に貿
易研究所がタけられ、ඃ⚽なⱝ者が中国語を
学ࡧに海を㉺えてやって᮶た。そのேᩘをᩘ
えるとᩘⓒあまり、御幡ྩをᣍ⪸してそのᣦ
ᑟにあたらせた。私は上海で御幡ྩとᛮいが
けず෌会し、手をᥱりྜってᪧ஺を᠜かしん
だ。御幡ྩは教える内容をまとめた『華語跬
歩』を見せてくれた。その語ྃの㑅ᢥは㐺ษ
で、わかりやすく、ึ学者のࣞ࣋ࣝにまこと
にࡩさわしい。）（下⥺はᘬ用者。）
 これによれば、本書は日清貿易研究所で
の中国語教育のために編まれたものである。
 それにもかかわらず、なࡐ日清貿易研究
所ではなく「日清貿易商会蔵版」となって
いるのか。それは日清貿易研究所のタ❧者
荒尾精のᙜึのᵓ᝿では、άືの୺║は教
育ではなく商業にあったためだとみられる。
その୺యとなる⤌⧊として「日清貿易商会」
が考えられていたのであり、それを支える
㝃ᒓのே材㣴ᡂ㒊㛛としてタ❧されたのが
日清貿易研究所であった。資㔠୙足もあり、
⤖ᯝⓗには「日清貿易商会」ᵓ᝿は実現し
なかったのだが、日清貿易研究所㛤タのた
めの教材『華語跬歩』を‽ഛしていたẁ㝵
ではまだタ❧がᶍ⣴されていたのであろう。
 このような商業重どのጼໃは、教材の内
容にも཯ᫎされており、『華語跬歩』のさま
ざまな版のなかで၏୍「商㈩問答」と商኎
                                                             
の᚟้。）。また、「教ᖌには御幡雅文、ⲡሙㅽḟ郎、
支㑣ே᱇᯾、ⱥே࢔ࢫࢺࣝ➼を⪸し」（同 403 頁。
下⥺はᘬ用者。）とも記されている。 
9 荒尾精（あらお・せい 1859〜1896）。尾ᙇ国出
身。軍ே、教育者。ྡは⩏行、ᚋに精と改ྡ。⪔
㞼、東方ᩪとྕする。陸軍教ᑟᅋ、陸軍ኈᐁ学校
（ᪧ第 5 期）。1886 年中国に派遣され漢ཱྀを拠Ⅼ
にㅁሗάືにᚑ஦した。1890 年上海に日清貿易研
究所をタ❧。1893 年ணഛᙺ。1896 年台‴で࣌ࢫ
ࢺに⨯りᛴṚした。（前掲『対支回顧録』下巻、461
〜496 頁参照。） 
10 大学ྐ編纂ጤ員会編『東亜同文書院大学ྐ』（滬
཭会、1982 年 5 月、23〜24 頁）参照。 
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をෙした内容を཰録していることからもう
かがうことができる。

㸦㸧ᚚᖭ㞞ᩥࠗ⳹ㄒ㊯Ṍ ୖ⦅࠘᪥Ύ㈠᫆
ၟ఍ⶶ∧࡟ࡘ࠸࡚
 
 御幡雅文『華語跬歩 下編』日清貿易商
会蔵版の書ྡに下編とあることから、『華語
跬歩 上編』があることが᝿ീできる。
 ➹者は未見であるが、御幡雅文『華語跬
歩 上編』日清貿易商会蔵版はᏑ在したよ
うである。
 鱒沢はḟのように述࡭ている。
㹙御幡雅文は㹛明἞ 23 年㹙1890㹛8
月には、荒尾精の日清貿易研究所（上
海）の㛤所にഛえ、日清貿易商会蔵版
『華語⍋歩 上編』（ᑠᯘཪ୐༳）を刊
行し、同年 9 月より日清貿易研究所で
教㠴をとる。⩣年には「商㈩問答」（下
⥺はᘬ用者）などをቑຍした『華語⍋
歩 下編』を刊行
 ここでも『華語跬歩』ではなく『華語⍋
歩』となっているが、井手三郎文ᗜ所蔵の
「日清貿易商会蔵版」は表⣬、見㏉りとも
に『華語跬歩 下編』である。御幡の「日
清貿易商会蔵版」には஧つの版本があった
のだろうか。鱒沢は所蔵先を記しておらず
確認できていない。
 さて、御幡雅文『華語跬歩 上編』日清
貿易商会蔵版については、先のᘬ用文中の
「日清貿易商会蔵版『華語⍋歩 上編』（ᑠ
ᯘཪ୐༳）」の⟠所にḟのようなὀが㝃けら
れている。
➹者㹙鱒沢㹛は『上編』の原本は未見。
㨶㏉ၿ㞝「御幡雅文の華語跬歩」（『支
㑣語㞧ㄅ』᫛࿴ 19 年㹙1944㹛2 月ྕ⼯
㞷書院刊SS
࣐ ࣐
228 所㍕）による。ᑠ
ᯘཪ୐は軍用書༳ๅをᘬきཷけた༳ๅ
業者。「続ᩓ語」をቑຍ、「東中問答」
を「家ᖖ問答」と改㢟するが、内容は
同じ。
 また同ᘬ用文中の「『華語⍋歩 下編』」
についてはḟࡂのὀが㝃いている。
『下編』には「᥋見問答」もቑຍして
                                            
11 鱒沢、前掲「御幡雅文伝考」、32 頁。㹙 㹛内は
ᘬ用者。 
12 同 42 頁。㹙 㹛内はᘬ用者。 
いる。なお、「商㈩問答」はこの版にの
み཰㍕。
 これらをまとめると、ྂい版（瓊浦揮肅
未㝎稿『華語跬歩 全』）の「東中問答」を
「家ᖖ問答」と改㢟し、「続ᩓ語」をくわえ
たものが『上編』となる。この『上編』に
「᥋見問答」と「商㈩問答」をくわえたも
のが『下編』であるとㄞࡴことができる。
 しかし、井手三郎文ᗜ所蔵の御幡雅文『華
語跬歩 下編』日清貿易商会蔵版をみるに、
このㄝ明には஧つの問㢟がある。
 『上編』について、ྂい版に「続ᩓ語」
を足すといっても、先行する版である瓊浦
揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』には「ᩓ語」
という㒊ศがないのである。もともとない
もについて、いきなり「続」となるだろう
か。もっとも、「続ᩓ語」を前版の内容にຍ
えたという鱒沢のㄝ明は㨶㏉の記述に依拠
したものでありᙼ自身も原本はみておらず、
さらに➹者は㨶㏉の୍文も未見であるため
詳⣽の確認ができていない。
 『下編』については、井手三郎文ᗜ所蔵
御幡雅文『華語跬歩 下編』日清貿易商会
蔵版は上掲したように「商㈩問答」「᥋見問
答」「ᖖゝ㢮」の 編しか཰録しておらず、
鱒沢が述࡭るような『上編』に内容をຍえ
たものではない。
 もっとも、鱒沢が未ᐃ稿、日清貿易商会
蔵版をともに『華語⍋歩』としていること
から、井手三郎文ᗜ所蔵本とは異なる版が
Ꮡ在するྍ⬟性もある。しかし、『上編』の
ቑ訂本が『下編』となるのは୙自↛ではな
いだろうか。『下編』は『上編』の続編とな
るのが୍⯡ⓗであろう。
 御幡雅文『華語跬歩 上編』日清貿易商
会蔵版がどのようなものであったのかにつ
いては、拙文「東亜同文書院の中国語教材」
でも述࡭たが、᯽原文ኴ郎編㍴『華語跬歩
全』東亜同文会蔵版の内容と同じものであ
るとྍ⬟性が㧗い。
 ᯽原文ኴ郎編㍴『華語跬歩 全』東亜同
文会蔵版は、୍巻本であるにもかかわらず
┠ḟには「上編」と記されている。しかし、
ᶆ㢟に「全」とあるように、そもそも「下
編」などなく、この┠ḟの「上編」の語は
意࿡をなさない。
                                            
13 同 43 頁。 
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 また、᯽原文ኴ郎編㍴『華語跬歩 全』
東亜同文会蔵版は『華語跬歩』であるにも
かかわらず、編㍴者として東亜同文会のᖿ
㒊である᯽原文ኴ郎のྡがあげられてい
るのみで、著者である御幡雅文のྡは記さ
れていない。これは東亜同文会が東亜同文
書院をタ❧する㝿、使用する中国語教材と
して᯽原が᪤Ꮡの『華語跬歩』を「編㍴」
して刊行したためではないだろうか。御幡
はᚋに東亜同文書院で教㠴をとるが、㛤校
‽ഛ᫬期や㛤校ᙜึ、この学校と㛵ಀして
いないようである。著者ྡがなく編㍴者ྡ
しかあげられていないのも、そのためであ
ろう。
 以上から᯽原が中国語教科書を編㍴した
㝿に✀本となったのが御幡雅文『華語跬歩
上編』日清貿易商会蔵版であり、୍巻本と
して刊行したにもかかわらず✀本の┠ḟに
あった「上編」の語が⣮れたと᥎ する。
 参考として᯽原文ኴ郎編㍴『華語跬歩
全』東亜同文会蔵版のᵓᡂをあげる。
北音ᖹ௎㆕ 
ⓒ家ጣ（2 ୎） 
ኳ文㢮 
ᆅ㍿㢮 
ᡣᒇ㢮 
᫬௧㢮 
Ỉⅆ㢮 
࿧⛠㢮 
⯒店㢮 
身య㢮 
㣧㣗㢮 
ണఌ㢮௜⾰ෙ㢮 
⚺⋇㢮௜᪻⹸㢮 
ⵂ材㢮 
⑌病㢮 
㈌物㢮 
㢦Ⰽ㢮 
ᩓ語㢮 
                                            
14 ᯽原文ኴ郎（かしわばら・ぶんたろう 1869〜
1936）下⥲国下ᇰ生㒆（しもはぶࡄん）ᡂ田ᮧ（現
༓ⴥ県ᡂ田市）出身。ᨻ἞家、教育家。東京ᑓ㛛
学校に学ぶ。早稲田大学ホ㆟員。東亜同文会⤖ᡂ
に参ຍしᖿ㒊として実ົや東京同文書院㐠Ⴀをᢸ
ᙜ。また┠ⓑ中学校（現中ኸ大学㝃ᒓ㧗➼学校）
の経Ⴀ、同文会によるኳὠの中日学院、漢ཱྀのỤ
漢中学ᇽタ❧にᑾຊした。1912 年（明἞ 45）⾗㆟
院㆟員㑅ᣲᙜ㑅。 
続ᩓ語㢮（45 ୎） 
家ᖖ問答 全 36 ❶（28 ୎）
 井手三郎文ᗜ所蔵の御幡雅文『華語跬歩
下編』日清貿易商会蔵版がやや㞴ゎ内容な
会ヰ౛文集であるのに対して、᯽原文ኴ郎
編㍴『華語跬歩 全』東亜同文会蔵版は 
๭ほどがⓎ音や༢語、語ྃだけというධ㛛
⛬ᗘを᝿ᐃしているとᛮわれる内容であり、
これを『上編』であったとすると、続編と
して会ヰ౛文集である『下編』࡬というẁ
㝵ⓗな学習を᝿ᐃすることができる。

㸦㸧Ⲩᑿ⢭࡟ࡼࡿி㒔ࡢ⚾ሿ࡛ࡢ౑⏝

 御幡雅文『華語跬歩』日清貿易商会蔵版
は日清貿易研究所の教科書として編まれた
ものだが、研究所の外でも使用されたよう
である。
 井手三郎文ᗜ所蔵の本書の⿬表⣬に「ᐑ
ᆏ஑郎」という➹跡があることから、これ
はもともとᙼが用いたものであるとみられ
る。
 本書は上掲したように「㠀㈩ရ」である。
日清貿易研究所の㛵ಀ者しかධ手できない
ものだとᛮわれるが、⨫ྡしたᐑᆏ自身は
研究所の学生ではなく、研究所が上海にあ
った᫬期は日本にいた。そもそもᙼが海を
渡るのは 1895 年（明἞ 28）の台‴行きが
はじめてである。
 では、なࡐ日清貿易研究所にධっていな
いᐑᆏが御幡雅文『華語跬歩』日清貿易商
会蔵版である本書にゐれることができたの
だろうか。
 ことさら中国について学んではいなかっ
たᐑᆏが中国語を学ࡧはじめたことについ
て『続対支回顧録』ᐑᆏ஑郎のゎㄝにはḟ
                                            
15 ᐑᆏ஑郎（185〜㸽）。長㔝県ᇰ科㒆（はにし
なࡄん）（現長㔝県༓᭤市）生まれ。1890 年ᡂᇛ
学校ධ学するが軍ேをᚿᮃする。陸軍ᗂ年学校、
ኈᐁ学校のཷ験にኻᩋ。荒尾精のもとで中国語な
どを学ࡧ、1895 年陸軍通訳として台‴に渡る。⩣
年㎡職しャᖐ⯋（ᚋのၿ㞄書院）で中国語を෌ᗘ
学ࡧ、189年中国に渡ってⓑᒾ㱟ᖹのもとでാき、
ᚋにᅄᕝ省にධり実業家としてά㌍した。‶Ὢ஦
変ᚋは日本にᘬきᥭげた。1941 年᫬ⅬはᏑ࿨。（㈈
ᅋἲே東亜同文会内対支功労者伝記編纂会代表中
ᓥ┿㞝『続対支回顧録』下巻、大日本教化ᅗ書、
1941 年、400〜40 頁参照。） 
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のようにある。
㹙明἞㹛஧十୐年㹙1894㹛日清ᡓதが
㉳り、ྩはྈ⟶ᡓᆅ行を⇕ᮃしたも
の࢏、඼方ἲなく᝖々としてᒃるᢡ᯶、
京都にᒃる荒尾精㛛下の井上雅஧より、
ᙜᆅに᮶いとの手⣬に᥋したのである。
ඖ井上は海軍ᶵ㛵学校を༙㏵㏥学し京
都に㛩ᒃせる荒尾の㛛下生となつたの
であるが、同㛛にはᮌ下国明、大原ಙ、
᭮᰿原༓代三、㐲⸨留ྜྷ、∾ᒣ᯾➼
がᒃり、ẖ日荒尾㛛下の支㑣通から支
㑣語の教授をཷけてࢄた。よつてྩは
ຬ㌍京都に㉮り、荒尾の㛛下生となつ
て支㑣語の⦎習をጞめたが、日清㛫の
ᎏ࿴᮲⣙ᡂ❧すると、ⓑᒾ㱟ᖹもᡓᆅ
をᘬᥭげてᖐり、支㑣語の教授にຍໃ
したので長足の㐍歩を見る஦となつた。

 荒尾は日清貿易研究所のඖ所長、ⓑᒾは
そのඖ学生である。┤前まで日清貿易研究
所にいたᙼらが中国語を教えるに㝿して、
そこで使われていた御幡雅文『華語跬歩』
日清貿易商会蔵版をὶ用することは᝿ീす
るに㞴くない。
                                            
16 大原ಙ（188〜1911）。長㔝県ᯇ本市に生まれ
る。京都に荒尾精をたずね学ࡧ、ᚋにᐑᓥ大ඵの
もとで中国語を学んだ。東亜同文書院༞業。1904
年北京㆙ົ学ᇽ教習、ᚋにዊኳ軍ᨻ⨫კク、1908
年東亜同文書院教員、ᚋに三⳻商஦会社上海支店
にධる。（前掲『対支回顧録』下巻、1018〜1020
頁参照。） 
1 ᭮᰿原༓代三（186〜1909）。長㔝県Ᏻ᭎㔝㒆
大⏫ᮧ生まれ。荒尾精のもとで中国語を学ࡧ 1896
年陸軍通訳として台‴に渡る。 年東亜同文会
派遣留学生として渡清。東亜同文書院では஦ົ員
と中国語教員をවねた。1903 年ᅄᕝ省にධりᐑᆏ
஑郎とともに実業家としてά㌍した。（前掲『対支
回顧録』下巻、1012〜1013 頁参照。） 
18 㐲⸨留ྜྷ。生没年୙詳。ᐑᆏ஑郎の᥼ຓを得て
大㜰で日中貿易の஦業をႠんだ。（前掲『続対支回
顧録』下巻、405 頁参照。） 
19 ⓑᒾ㱟ᖹ（180〜1942）。⨾స国ྜྷ㔝㒆ㆭ⏑ᮧ
ᐑ本（現ᒸᒣ県⨾స市）生まれ。日清貿易研究所
で学ぶ。日清ᡓத᫬は清国内でㅁሗάືにᚑ஦。
ᡓᚋ、渡清し大東Ỷ⯪、†༡Ỷ⯪、日清Ỷ⯪を経
Ⴀした。1920 年東亜同文会⌮஦長代⌮（1922 年
同ᖿ஦長）として同会の㐠Ⴀの実ົをᢸった。（前
掲『続対支回顧録』下巻、338〜351 頁参照。） 
20 前掲『続対支回顧録』下巻、401 頁。㹙 㹛内は
ᘬ用者。 
 この荒尾㛛下生については、『続対支回顧
録』の井上雅஧のゎㄝにḟのように述࡭ら
れている。
㹙明἞㹛஧十ඵ年㹙1895㹛஧月㹙井上
雅஧は㹛東都㐟学の㏵に上り㏵中京都
に❧ちᐤりࠑ␎ࠒⱝ⋤ᑎ
࣐࣐
ᒣ中に㞃᳇し
て東亜の大ᒁを㟼ほせる荒尾精の㛛を
྇いた。͐͐この୍ኤの会ㄯは、⤯大
のឤ㖭をྩに୚࡬て、㹙井上雅஧㹛ྩ の
୍生を支㓄するᙳ㡪をも㰼らした。
ࠑ␎ࠒ
㹙荒尾がゝうに㹛ྩはஅから東京に出
て、ᨻ἞経済の学問をするとபࡩ஦で
あるが、夫れはᚋでもよいではないか
ࠑ␎ࠒ
᪁くて㹙井上雅஧㹛ྩは、㑉かに上京
のணᐃを変᭦し荒尾のチに留り、ྛ方
㠃から同ᚿを⣕ྜし、㝃㏆に୍ᡞをᵓ
࡬てஅを東方ᩪู院と⛠し、荒尾にᖌ
஦して、支㑣語ཬࡧ経書を学ࡧお஫い
にษ☩⌶☻しつ࢏自⅕生άをႠんだの
である。᪁くのዴくして㹙井上雅஧㹛
ྩは荒尾のチに在るඵࣨ月、同年十月
その᩷᪕により陸軍通訳として台‴に
渡り⥲╩ᗓ㝃を࿨ࡐられ
 これによれば、荒尾の私塾は「東方ᩪู
院」とゝい、京都のⱝ⋤Ꮚ（にࡷくおうじ）
にあった。現在、京都ᗓ京都市ᕥ京༊ⱝ⋤
Ꮚ⏫の熊㔝ⱝ⋤Ꮚ⚄社前に荒尾を記念する
石☃があるが、ᙼの自Ꮿや私塾もその࿘㎶
にあったのであろう。
 国❧国会ᅗ書㤋᠇ᨻ資料ᐊ所蔵「井上雅
஧㛵ಀ文書（0)：東京大学㏆代日本ἲᨻྐ
料ࢭࣥࢱ࣮蔵）」中の井上雅஧の手記『明἞
ᘘඵ年὜東㮵ࢣ㇂ᪧ記஦全』には、2 月 4
日に「ึめて荒尾精先生に見ࡺ」とある。
 そのᚋ、「㮵ࣨ㇂化物ᒇᩜ」というᑠ見出
しをつけて 4 月 5 日に「家ࣤ㮵ࣨ㇂ࢽ得ࢸ」
とあるから、東京行きをṆめ、⭜をᤣえて
荒尾にᖌ஦するための京都での⁫在ሙ所と
して「化物ᒇᩜ」のような家を೉りたので
あろう。
さらに 5 月のこととして「大原ಙᐑᆏ஑
                                            
21 同 616〜61 頁。㹙 㹛内はᘬ用者。 
22 国❧国会ᅗ書㤋᠇ᨻ資料ᐊ所蔵「井上雅஧㛵ಀ
文書（0)：東京大学㏆代日本ἲไྐ料ࢭࣥࢱ࣮
蔵）」、࣐࢖ࢡࣟࣇ࢕࣒ࣝ第 1 ࣮ࣜࣝ。 
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郎᮶ࣜ」とあり、前掲の『華語跬歩 下編』
日清貿易商会蔵版にྡを記していたே物で
あるᐑᆏが᮶たことが確認できる。
同じ月には「化物ᒇᩜࣤ出ࢹⱝ⋤
࣐ ࣐
ᒣ中ᘏ
年台ࢽ⛣ࣝ」とも記している。「ⱝ⋤ᒣ中ᘏ
年台」とは、荒尾がఫんでいたⱝ⋤Ꮚ㏆く
の「ᘏ年台」ということなのだろう。「ᘏ年
台」についてはよくわからないが、᐀方ᑠ
ኴ郎の 1895 年（明἞ 28）9 月 14 日の日
記にⓏሙしている。
஑月十ᅄ日 ᬕ。田㘠のฎに中㣗し㸪
ඹに出て荒尾精をゼࡦᑠㄯ。出てⱝ⋤
Ꮚのᘏ年台に㐟ࡧ㸪㌿じて༡⚙ᑎ㸪知
ᜠ院を୍ぴしᖐる。ᬌ田㘠㸪ⓑᒾ㸪㔠
ᔱ三Ꮚとᑠ㣧。荒尾Ặの書生三ே᮶り
ணの対清意見をᩙく。
 ここに荒尾の書生というのが出てくるが、
ูの日௜の日記にもጼをあらわしている。
஑月十୍日 下༗荒尾㣴ᡂ中の書生三
ே᮶ゼ。
 これらはちࡻうど井上やᐑᆏがⱝ⋤Ꮚに
いた᫬期のことであり、書生とは井上やᐑ
ᆏといった荒尾㛛下生のことであろう。
 このように 1895 年（明἞ 28）中㡭から
本格ⓗにはじまった荒尾の私塾だが、同年
ᮎにはάືを೵Ṇしたようである。
 前掲「井上雅஧㛵ಀ文書」中の井上のู
の手記『台‴ₔ㐟日記』の 1895 年（明἞
28）11 月 4 日に「台‴行ࢽỴࢫ⥲╩ᗓ㝃ࣤ
࿨ࢮࣛࣝ」とあり、同年 11 月 18 日にはᗈ
ᓥから஌⯪して台‴࡬向かったことが記さ
れている。また、同年 12 月にはᐑᆏが、⩣
年には᭮᰿原もともに陸軍通訳として台‴
に渡った。さらに荒尾自身も 1896 年（明
                                            
23 ᐀方ᑠኴ郎（ࡴなかた・こたろう 1864〜1923）。
肥ᚋᏱᅵ出身。済々黌に学ࡧ、1884 年上海の東ὒ
学㤋にධり、そのᚋ中国ྛᆅを㐟学し、荒尾精の
もとでㄪᰝάືにもᚑ஦した。1890 年日清貿易研
究所タ❧に参ຍ。1898 年東亜同文会タ❧に参ຍ。
1914 年上海で東方通ಙ社をタ❧。（前掲『対支回
顧録』下巻、360〜403 頁参照。） 
24 大㔛ᾈ⛅編「᐀方ᑠኴ郎日記、明἞ 26〜29 年」
『ே文学研究ሗ』第 41 ྕ、⚄ዉᕝ大学、2008 年 3
月、80 頁。下⥺はᘬ用者。下⥺はᘬ用者。 
25 大㔛、前掲文、80 頁。下⥺はᘬ用者。 
26 前掲「井上雅஧㛵ಀ文書」、࣐࢖ࢡࣟࣇ࢕࣒ࣝ第
1 ࣮ࣜࣝ。 
἞ 29）1 月  日に上海に渡ると、同年 10
月台‴でᛴṚするまでከᛁであった。この
ように 1895 年（明἞ 28）ᮎまでに京都の
私塾の実యはなくなっている。
 ▷期㛫だけᏑ在していた荒尾の私塾の学
習とはどのようなものであったのだろうか。
 やはり中国語にはຊがいれられていたよ
うである。
 井上雅஧は前掲『明἞ᘘඵ年὜東㮵ࢣ㇂
ᪧ記஦全』で、1895 年（明἞ 28）6 月の出
᮶஦の中に「学業ㄢ⛬」というᑠ見出しを
つけて「清語、国㝿ἲ、Ṕྐ、経学」と記
している。「清語」は清国のゝ語、つまり中
国語のことである。
 先にᘬ用した『続対支回顧録』井上雅஧
のゎㄝには「支㑣語ཬࡧ経学」を学ࡧ、㏵
中からはⓑᒾ㱟ᖹから中国語を学んだとあ
った。
 前掲の᐀方ᑠኴ郎の日記から、ⓑᒾは
1895 年（明἞ 28）の 3 月はᗈᓥにおり、
そのᚋいつධ京したのかはわからないもの
の同年9月から10月ᮎまでの㛫は京都に⁫
在していたことが確認できる。この期㛫は
ᙼが中国語を教えたのであろう。
 ではⓑᒾがいない期㛫はどうしていたの
だろうか。
 中国語の教授について荒尾は井上にḟの
ように語ったという。
ᖾに㧗ᶫ೺三、頭ᒣ‶、బ々཭ᡣ➼と
┦ㄯして、┠下⯆亜学院とபࡩものを
自ศの⭸ඖにタけたいとᛮつてᒃるฎ
                                            
2 ᐀方ᑠኴ郎は 1896 年 1 月  日௜け日記に「荒
尾精᮶滬。」（「滬」は上海のู⛠。）と記している。
（大㔛、前掲文、89 頁。） 
28 ᐀方ᑠኴ郎の 1895 年中の日記に、「三月十三日
͐ᗈᓥⓑᒾ、三沢ิཬࡧᑎᔱ、ኴ田、Ᏹ田➼にⓎ
ಙす。」（大㔛、前掲文、6 頁。）、「஑月୍日͐京都
⁫在。༗前田㘠Ᏻஅຓ、ⓑᒾ 
㱟ᖹ᮶ゼ。」（同 9 頁。）、「十月ᅄ日͐京都ⓑᒾ、
田㘠にⓎಙ。」（同 82 頁。）、「十月஧十日 ᬕ。日
᭙日。͐ ⓑᒾ㱟ᖹ京ᮅよりのಙ฿る。」（同 82 頁。）、
「十月三十୍日͐。ⓑᒾ㱟ᖹ⚄ᡞよりಙ฿る。新
㛤 ሙ⚃ᐗのⅭめ清国に㉱くとபࡩ。」（同83頁。）、
「十୍月ึ୍日͐家大ேのಙཬࡧⓑᒾ㱟ᖹ、ᑠ℈
Ⅽ஬郎のಙ฿る。ⓑᒾ㱟ᖹに長崎にⓎಙす。」（同
82 頁）、「十஧月十஬日͐漢ཱྀⓑᒾ㱟ᖹ͐ᐤするの
ಙを認ࡴ。」（同 86 頁。）とあることから、ⓑᒾは
1895 年 9 月から 10 月ᮎまでは京都に⁫在してい
たことがわかる。 
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だ、支㑣語は自ศが教࡬、経済学はక
┤அຓに㢗ࡴつもりであるから、ྩも
同ᚿとなつて㈔ࡦたい。
 ⯆亜学院が実現したᙧ跡はないが、私塾
はこのᵓ᝿の┤ᚋのことであり、ⓑᒾがධ
京する以前は荒尾が中国語を教えたྍ⬟性
もある。
井上雅஧が 1895 年（明἞ 28）の日記に
も中国語学習についての記述がある。ḟに
ヱᙜ⟠所だけをᢤき書きする。
஬月三十୍日 ኤ方支㑣語
භ月භ日 ༗前ᑵᐷ ༗ᚋㄞ書 ኤ方
ࣚࣜ支㑣語研究
භ月୐日 ኤ月支㑣語ࣤࣖࣝᚭኪ
භ月ඵ日 ༗前ᑵᐷ ༗ྡྷㄞ書 ኤ方
支㑣語ࣤࣖࣝ
භ月十୍日 ኤ方支㑣語ࣖࣝ 十஧᫬
ᑵᐷ
භ月十ᅄ日 ༗前支㑣語
භ月十஬日 ༗前支㑣語
භ月十ඵ日 支㑣語日中⤊日⦎ڧ
භ月十஑日 ༗前支㑣語
භ月஧十ඵ日 ༗前支㑣語
୐月十୍日 ༗前支㑣語
୐月十஧日 ༗前支㑣語
ඵ月十஬日 支㑣語 新Ḣྐࣤㄞ࣒
ඵ月十୐日 国㝿ἲ 支㑣語
ඵ月十஑日 支㑣語
ඵ月஧十୍日 ㄢ⛬ 支㑣語 新Ḣྐ
༗前
ඵ月஧十஧日 ㄢ⛬ 支㑣語 新Ḣྐ
ඵ月஧十三日 ㄢ業 新Ḣྐⓒᯛ 支
㑣語ڧڧ
ඵ月஧十භ日 ㄢ⛬ ༗前 支㑣語
ඵ月஧十ඵ日 新Ḣྐභ十ⴥ 支㑣語
支㑣᫬஦ᅄ十ⴥ
ඵ月三十日 ༗前支㑣語 新Ḣྐᅄ十
ⴥ
஑月භ日 支㑣語
஑月ඵ日 支㑣語᚟習
஑月஑日 支㑣語᚟習
஑月十භ日 支㑣語
஑月十ඵ日 支㑣語
஑月஧十日 支㑣語
                                            
29 前掲『続対支回顧録』下巻、61 頁。 
30 前掲「井上雅஧㛵ಀ文書」、࣐࢖ࢡࣟࣇ࢕࣒ࣝ第
1 ࣮ࣜࣝ。 
஑月஧十ᅄ日 支㑣語᚟習
 井上の 1895 年（明἞ 28）の日記は、2
月中᪪から 5 月ᮎまでと 10 月  日以㝆の
記述がなく、9 月 25 日から 10 月 5 日まで
は「ۑ」と記されているだけであり、全㒊
で༙年㛫ほどしかつけられていない。くわ
えて➹者ではุㄞできない⟠所もከい。そ
れでも上記のように中国語の学習について
のከくの記述を確認することができ、中国
語学習に重きをおいていたᵝᏊがわかる。
 また前掲『明἞ᘘඵ年὜東㮵ࢣ㇂ᪧ記஦
全』は 10 月の出᮶஦の中に「清語研究᫨ኪ
ࣤศࢱࢬ」と記しており、やはり、かなり
⇕ᚰに中国語を学んでいたようである。
 日清貿易研究所で学んだなかには日清ᡓ
தや台‴で陸軍の通訳となっている者がい
るが、荒尾の私塾で学んだ井上も上掲のよ
うに荒尾の紹介で台‴の陸軍通訳となって
いる。ほかにᐑᆏ、᭮᰿原も台‴で陸軍通
訳となっているが、これにも荒尾の᥎⸀が
あったのであろう。
 荒尾自身が陸軍軍ேであったこと、日清
貿易研究所、京都の私塾に学んだ者も陸軍
通訳としてάືしたということだけをみる
ならば、஧つの荒尾の学校は中国࡬の㛵ᚰ
をᙉめる軍㒊の外㒌ⓗな⤌⧊と఩⨨࡙ける
こともできなくもない。
 しかし、そういったᤊえ方はṇ確ではな
いでないだろう。
 日清貿易研究所༞業生が通訳として中国
とのᡓதに㛵ಀすることについて、荒尾と
ともに日清貿易研究所を㐠Ⴀし、ᚋに東亜
同文書院院長となった᰿ὠ୍はḟのよう
に述࡭ている。
ᙜ᫬᮲⣙改ṇ問㢟┒ナࣜࢩ㡭ナࣞࣂ
ࠑ␎ࠒ⪋ࢩࢸ文明ὶࣀᡓࣤナࢫࢽࣁ通
訳ࣤ精㑅ࢩⰋࢡᩛ≧ࣤ᥈ࣜ、ཪゝ語ࣚ
ࣜ生ࢬ୍ࣝ⯡ࣀㄗゎࣤ㑊ࢣṦࢽ↓㎟ࣀ
ⰋẸࢺ⾪✺ࣤ㑊ࢣࢨࣝ࣋カࣛࢬࠑ␎ࠒ
                                            
31 ᰿ὠ୍（ね࡙・はじめ 1860〜192）。⏥ᩫᒣ
᲍㒆出身。陸軍軍ே、教育者。ᒣὪとྕす。陸軍
教ᑟᅋ、陸軍ኈᐁ学校（ᪧ 4 期）。ᗈᓥ鎮台を経て
陸軍大学校にධるが教ᐁ࣓ࢵࢣࣝᑡబと⾪✺し㏥
学。参ㅛ本㒊໅ົを経てணഛᙺとなり荒尾精の日
清貿易研究所㐠Ⴀに参ຍ、『清国通商⥈ぴ』をᇳ➹。
ᚋ、東亜同文会ᖿ஦長、東亜同文書院院長として
ά㌍した。（前掲『対支回顧録』下巻、554〜561
頁参照。） 
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ᕝ上参ㅛ長ኧࢽஅࣤ៧ࣄ通訳生ࣤ研究
所༞業生ࢽồ࣓᮶ࣞࣜࠑ␎ࠒ༶ࢳ参ㅛ
本㒊ࢺ஺΅ࢩ研究所出身者ࢽࣁ≉ูࣀ
ᚯ❶ࣤ㝃ࢩ୍見研究所出身ナࣝࢥࢺࣤ
明カࢽࢩ以ࢸ௵ົࢽᚑ஦ࢫࣝࢥࢺࢺナ
ࣞࣜ
 ᮲⣙改ṇも意識し国㝿ⓗに認められる国
家として᣺る⯙うためには中国ேとṇ確な
ࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥをとることができる知
識、⬟ຊがᚲ要であり、それができるのが
日清貿易研究所出身者だというのである。
つまり軍࡬༠ຊすることが୍⩏ⓗであるよ
うな教育άືではなかったということであ
る。前掲したように荒尾の私塾で国㝿ἲが
教授されていたのも、こういった国㝿社会
࡬の意識がᇶᗏにあったのではないだろう
か。また、ᚑ軍に㝿して日清貿易研究所出
身者とわかるように┠༳をつくり身につけ
ていたⅬなども自らと軍をᓧูする意識の
あらわれである。
 さらに日清貿易研究所や荒尾の私塾で学
ࡧ陸軍通訳となった者が軍やそれに㏆いᶵ
㛵に留まることなく商いのୡ⏺に身をᢞじ
ていることからも、軍㛵㐃のάືを第୍に
⨨いていなかったことがみてとれる。
 日清貿易研究所でいえば、華༡ではⓑᒾ
㱟ᖹ、華北や東北では向㔝ሀ୍が実業家と
してά㌍している。教員であった御幡雅文
もまた陸軍省派遣で清国留学をして陸軍通
訳ᐁとなるなど軍に⦕があるே物であるが、
᭱ᚋは三井物産会社上海支店໅ົを㑅んで
いる。
 京都の荒尾の私塾に学ࡧ台‴で陸軍通訳
となったᐑᆏ、᭮᰿原も㛫もなく軍を㎡し
て෌ᗘ中国語を学ࡧ┤したᚋに実業⏺にධ
っている。同じく軍で通訳となった井上は
会社を⯆して商኎をするという方ἲはとら
                                            
32 ᯇᒸᜤ୍、ᒣ୍ཱྀ᪼編『ἢ㠉ྐ』東亜同文書院
学཭会、1908 年 6 月、上編 2㹼28 頁。 
33 向㔝ሀ୍（こうの・けんいち 1868〜1931）。
⟃前┤方㠡手㒆新ධᮧ（現⚟ᒸ県┤方市）出身。
日清貿易研究所༞業。日清ᡓதでは陸軍通訳ᐁと
なり清国内でㅁሗάືを行う。1896 年軍を㎡すと
北京に⟃⣸ᘚ㤋を㛤店、日㟢ᡓதᚋはዊኳに⛣り
ⱱᯘὒ行を㛤くなど、華北、東北の実業⏺でά㌍
した。ዊኳ商業会㆟所๪㆟長、ṇ㝯㖟行ྲྀ⥾ᙺ、
℘㝧ᘓ物会社ᑓົྲྀ⥾ᙺ。（前掲『対支回顧録』下
巻、601〜618 頁参照。） 
なかったものの༡方の㛤ᣅや日本ேの海外
⛣Ẹ஦業にᚑ஦した。大原は軍の通訳には
ならなかったが東亜同文書院の教員となっ
たものの、「ᖹ生の⸾⵳をഴけ荒尾᰿ὠのᚿ
を実現せんとした」として三⳻商஦会社の
上海支店に㌿じている。ᙼがᛮう荒尾のᚿ
とは通商にᦠわることだったのである。こ
れは௚の㛛下生にもいえることであろう。
 前述したように、御幡雅文『華語跬歩 下
編』日清貿易商会蔵版は、これが使われた
日清貿易研究所の商業重どのጼໃをあらわ
すように、௚の版の『華語跬歩』にはない
商኎のやりとりに≉化した「商㈩問答」が
཰められていた。これに学んだ学生たちが
実㝿にそのศ㔝でのάືをᙉく意識してい
たことは、教材である御幡雅文『華語跬歩』
日清貿易商会蔵版だけでなく日清貿易研究
所や荒尾の京都での私塾の性格を♧すもの
である。

㸬஭ᡭ୕㑻ᡭ෗ࠗ⳹ㄒ㊯Ṍ ᮾ୰ၥ⟅࠘

 井手三郎文ᗜが所蔵する୍෉の࿴⿦本で
ある。「㤶㞷書ᒇ東」と༳された用⣬にẟ➹
で書かれている。
 巻ᮎには「明἞三十஧年භ月ᘘ஬日 上
海⨾⛒⏺Ṋᫀ㊰ோᚨ㔛ࢽ᪊ࢸᑃ᏶ 井手」
とある。井手三郎自身によって 1899 年（明
἞ 32）に上海で写されたものであるとみら
れる。
 そのᵓᡂはḟのようである。
東中問答（34 ୎）
ᖖゝ㢮（11 ୎）
 書ྡにあげられた「東中問答」の௚に「ᖖ
ゝ㢮」も写されている。
 ᮒ書きᅪⅬを漢Ꮠᅄ㝮に㝃けてኌㄪをあ
らわしているが、↓Ẽ音と᭷Ẽ音の༊ูは
♧していない。ྃㄞⅬはなく、文の༊ษり
には୍Ꮠศをあけている。
 「東中問答」というྡ⛠は、本書以外で
は瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』にしか
みられないものである。全文を対照したわ
けではないが、ともに 36 ❶よりなっており、
瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』を手写し
たものであるとみられる。
 ୍ㄝによれば「東中問答」は、御幡雅文
                                            
34 前掲『対支回顧録』下巻、1019 頁。 
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『華語跬歩 上編』日清貿易商会蔵版では
内容はそのままに「家ᖖ問答」と改㢟され
཰録されたという。
 御幡雅文『華語跬歩』日清貿易商会蔵版、
井手三郎手写『華語跬歩 東中問答』につ
いで刊行された᯽原文ኴ郎編㍴『華語跬歩
全』東亜同文会蔵版にも「家ᖖ問答」が཰
録されている。これもやはり、それ以前の
版と同じく全 36 ❶よりなっている。井手三
郎手写『華語跬歩 東中問答』ᮎ尾の「䛓
ᇏ൘нᮒ⮦Ҷ」が᯽原編㍴本では「䛓ሖ൘
нᮒҶǃ」になっているというᏐྃの異同
もみられるものの内容はほࡰ同じものであ
る。
 これらのことから瓊浦揮肅未㝎稿『華語
跬歩 全』の「東中問答」にⱝᖸ手┤しを
して「家ᖖ問答」と改㢟し、またいくつか
の内容をቑ⿵したものが御幡雅文『華語跬
歩 上編』日清貿易商会蔵版であり、これ
を✀本に刊行されたのが᯽原文ኴ郎編㍴
『華語跬歩 全』東亜同文会蔵版だと考え
られる。
 さて、井手はすでに 188 年（明἞ 20）
に上海に渡り、漢 、ཱྀ北京、ኳὠྛᆅを 1890
年（明἞ 23）にかけて㐟学し、୍ᐃの中国
語の⬟ຊがあったとᛮわれる。そのᙼがな
ࡐ 1899 年（明἞ 32）のẁ㝵でわざわざ御
幡の教科書を書き写したのだろうか。
 ᙼの経Ṕからしてきちんと中国語を学ん
でいなかったためということもあるかもし
れない。しかし、それよりもᙼが写したの
が「東中問答」と「ᖖゝ㢮」であるという
Ⅼにὀ┠したい。
 井手は瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』
のす࡭てを書き写したわけでない。Ⓨ音や
༢語集、語ྃ集の㒊ศは写していない。ᙼ
が写したのは、日ᖖ会ヰの౛文集である「東
中問答」、ことわざを集めた「ᖖゝ㢮」だけ
である。
 中国で 3 年㛫生άをし、ᑡなくとも᪑行
ができる⛬ᗘの中国語のຊをもっていた井
手にとってⓎ音や༢語は写すまでもないこ
とであったのかもしれない。しかし、中国
語教育に㇏ᐩな経験をもつ御幡が精㘐した
౛文は、日清貿易研究所や東亜同文書院と
いった中国語重どの学校で中国語を学んだ
                                            
35 鱒沢、前掲「御幡雅文伝考」、42 頁。 
ことがなかったᙼにとっては学ぶ࡭き内容
であったのであろう。
 ᙼが、瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』
の཰録㡰では「ᖖゝ㢮」「東中問答」である
にもかかわらず、まず日ᖖ会ヰ౛文集であ
る「東中問答」を、ḟいでことわざ集の「ᖖ
ゝ㢮」と原本とは㏫の㡰␒で書き写してい
ることにὀ┠すれば、手写ᙜ᫬、上海に⁫
在していたᙼにとってそこに཰録されてい
る日ᖖ表現がもっとも参考になると考え、
まず「東中問答」を写したのではないだろ
うか。
 日ᖖ会ヰの重要性はいうまでもないが、
ことわざを集めた「ᖖゝ㢮」も重どして書
き写したことはややわかりにくいかもしれ
ない。
 「ᖖゝ㢮」とはどのようなものなのか。
௚の版の『華語跬歩』も「ᖖゝ㢮」はす࡭
てḟの୍文からはじまっている。
䛓ػӪ唁哫ᆀ㾱ၦ㖾䊼࿫䙉੼ⲙ㶖㷶
ᜣ伏ཙ厍㚹 
（㯮あばたの㍮が⨾しいጔをፚりたいという
ことを、࢖࢚࣎࢞ࣝがⓑ㫽の⫗を㣗࡭たがる、
とゝう）
 このように前༙で≧ἣのㄝ明をし、ᚋ༙
でその័用ⓗなゝい回しをあげる。
 ᚋに東亜同文書院の現ᙺ学生が『北京ᐁ
ヰᖖゝ用౛』という「ᖖゝ」のみを཰録し
た教材を出しているが、この著者は「ᖖゝ」
とは「ㄝヰを華㯇にし明ுにしୟ඼意⩏を
ᙉからしࡴる」ものだとㄝ明しており、ᙜ
᫬、中国語で意ᛮの␯通をはかる㝿に「ᖖ
ゝ」はḞかせないものととらえられていた
ようである。
 「ᖖゝ」を『華語跬歩』に཰録した御幡
もそうした考えをもっていたということだ
ろうし、書き写した井手もまた自らの中国
語ຊの上㐩の࢖࣓࣮ࢪとして「ᖖゝ」を自
在に᧯ることをᢪいていたからこそ、わざ
わざ手写してこれを学んだのであろう。

࠾ࢃࡾ࡟

『華語跬歩』とෙする書は୍つではなく、
さまざまな版がある。東亜同文書院で教科
                                            
36 ᑠ㊰┿ᖹ、ⱱᮌ୍郎『北京ᐁヰᖖゝ用౛』文ồ
ᇽ書店、1905 年。 
3 同 3 頁。 
131
書として使われる以前にすでにᏑ在してい
た。
 そのうちḟࡂにあげる三Ⅼが東京大学ἲ
学㒊㝃ᒓ㏆代日本ἲᨻྐ料ࢭࣥࢱ࣮明἞新
⪺㞧ㄅ文ᗜ井手三郎文ᗜに所蔵されている
ことを確認した。
ձ 瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』
ղ 御幡雅文『華語跬歩 下編』日清貿易
商会蔵版
ճ 井手三郎手写『華語跬歩 東中問答』
 瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』の┠ḟ
には「㝃華語跬歩音集」と༳Ꮠされている
ものの、井手三郎文ᗜ所蔵本には㝃録され
ていない。しかし、御幡雅文混纂『華語跬
歩音集』なる書がྂ書としてὶ通していた
஦実があり、おそらくこれが「㝃華語跬歩
音集」のことだとᛮわれる。これらはカナ
で中国音をあらわしており、御幡雅文は教
材をつくりはじめたᙜึから、独学にも使
うことができるものを┠ᣦしていたことを
うかがいしることができる。
 御幡雅文『華語跬歩 下編』日清貿易商
会蔵版については、実見した⤖ᯝ、これが
日清貿易研究所のために編まれたことや、
あきらかにධ㛛以上のẚ㍑ⓗ㞴しい内容だ
けを཰録しており、先行研究でㄝ明されて
いたような『上編』のቑ訂版でないことが
わかった。
 御幡雅文『華語跬歩 上編』日清貿易商
会蔵版については、୍巻本である᯽原文ኴ
郎編㍴『華語跬歩 全』東亜同文会蔵版の
┠ḟに意࿡をなさい「上編」という語が༳
Ꮠされていること、くわえてこれの内容が
Ⓨ音や༢語集をはじめ御幡雅文『華語跬歩
下編』日清貿易商会蔵版とくら࡭て易しく
文Ꮠ通り『上編』にࡩさわしいことから、
᯽原文ኴ郎編㍴『華語跬歩 全』東亜同文
会蔵版と御幡雅文『華語跬歩 上編』日清
貿易商会蔵版は同じ内容のものだと考えら
れる。
 御幡雅文『華語跬歩 下編』日清貿易商
会蔵版は㠀኎ရであり、㛵ಀ者以外の手に
ධるものではないにもかかわらず、井手三
郎文ᗜ所蔵本には日清貿易研究所と┤᥋の
㛵ಀがないᐑᆏ஑郎の⨫ྡがṧされていた。
 ᙼは日清貿易研究所所長荒尾精が研究所
を㛢じたᚋに京都で㛤いた私塾で学んでい
たே物である。そこでは日清貿易研究所༞
業生ⓑᒾ㱟ᖹなどによって中国語が教えら
れていた。᫬期が日清貿易研究所㛢㙐の┤
ᚋであることからそこでの教材は研究所の
ものをὶ用したと考えられ、井出三郎文ᗜ
所蔵本はᐑᆏがここで用いていたものだと
みられる。
日清貿易研究所のために編まれた御幡雅
文『華語跬歩』日清貿易商会蔵版は荒尾の
京都の私塾でも使われていたのである。
 また、さまざまな『華語跬歩』の版のな
かで၏୍「商㈽問答」という商ົに≉化し
た内容を日清貿易商会蔵版が཰録していた
こと、これに学んだ日清貿易研究所、京都
の私塾のே々が、୍ᗘは軍ົや教育などの
職についたとしても⤖ᒁは商業㛵㐃のศ㔝
を┠ᣦしたことなどから、荒尾の教育のね
らいが日本の通商をᢸう国㝿ⓗなே材㣴ᡂ
であったことをうかがいしることができる。
 井手三郎手写『華語跬歩 東中問答』は、
刊行された『華語跬歩』の中では瓊浦揮肅
未㝎稿『華語跬歩 全』にしかྵまれない
「東中問答」が཰録されていることから、
これを書き写したものであることがわかる。
 井手はయ⣔ⓗな中国語教育はうけていな
いとᛮわれるが、 年（明἞ ）に上海
に渡ったᚋ、中国を踏ᰝした経験をもって
いる。୍ᐃの語学ຊはもっていたとᛮわれ
るᙼがわざわざ書き写したということ自య
が『華語跬歩』の実ᆅでの᭷用性を♧して
いるだろう。また日ᖖ会ヰの౛文集「東中
問答」だけではなく、ことわざを集めた「ᖖ
ゝ」も写しているが、これは『華語跬歩』
を著した御幡が「ᖖゝ」を使いこなせるこ
とがὶᬸな中国語であるという考えをもっ
ていたことをうかがわせるものである。

 文中、ᘬ用に㝿して日本語資料はᪧᏐయ
を新Ꮠయに改めた。
 本稿は、ᖹᡂ  年ᗘ科研㈝（ዡບ研究「東
亜同文書院で使用された中国語教材の研
究」）のຓᡂをうけた研究のᡂᯝの୍㒊であ
る。

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『華語畦歩』版本一覧
出版時期 著者、編者 題名 出版 版 版次 備考 参考本所蔵先
1886夏 理浦揮粛 未定稿 和装本 井手三郎文庫（明治19) 華語畦歩全
’P 御I幡雅文混纂 幸語畦歩音集 出1装本 未見n
1890年8月 御幡雅文 華語珪歩上編 日清貿易商会蔵版 未見。（明治23)
1891 年 御幡雅文 華語畦歩下編 日清貿易商会蔵版 和装本 井手三郎文庫（明治24) 非売品
1899年 井手三郎手写 華語畦歩 和装本 井手三郎文庫（明治32) 東中問答
1901 年7月 10 日 柏原文太郎編輯 華語畦歩全 東E同文会蔵版 和装本 国会図書館（明治34) 非売品 愛知大学
1903年10月 1 日 御幡雅文 華語畦歩全 文求堂書店 東亜同文会蔵版 初版 和装本 国会図書館（明治36) 市販 愛知大学
1905年8月 5 日 御幡雅文 華語睦歩全 文求堂書店？ 東E同文会蔵版 再版 未見。（明治38)
1906年6月 1 日 御幡雅文 華語睦歩全 文求堂書店 東E同文会蔵版 第3版 和装本 北九州市中央図（明治39) 市販 書館
1907年2月 15 日 御幡雅文 華語畦歩全 文求堂書店？ 東亜同文会蔵版 第4版 未見。（明治40)
1907年5月 20 日 御幡雅文 華語睦歩全 文求堂書店？ 東E同文会蔵版 第5版 未見。〔明治40)
1908年1 月 1 日 御幡雅文 華語畦歩全 文求堂書店？ 東E同文会蔵版 第6版 未見。（明治41)
1908年9月 5 日 御幡雅文 増補華語睦歩 文求堂書局 東E同文会蔵版 第7版 洋装本 国会図書館〔明治41) 市販
1910年1 月 10 日 御幡雅文 増補華語蛙歩 文求堂書局 東E同文会蔵版 第8版 洋装本 井手三郎文庫（明治43) 市販
1911 年4月 25 日 御幡雅文 増補華語睦歩 文求堂書局 東E同文会蔵版 第9版 洋装本 井手三郎文庫（明治44) 市販
1913年5月 20 日 御幡雅文 増補華語蛙歩 文求堂書店？ 東E同文会蔵版 第10版 未見。（大正2)
1915年4月 25 日 御幡雅文 増補華語珪歩 文求堂書店 東E同文会蔵版 第11版 洋装本 愛知大学（大正4)
1917年5月 1 日 御幡雅文 増補華語畦歩 文求堂書店 東E同文会蔵版 第12版 洋装本 個人（大正6)
1920年6月 1 日 御幡雅文 増補華語睦歩 文求堂書店 東E同文会蔵版 第13版 洋装本 個人（大正9)
